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困難事例は、誰のことか ― 立場を替えて、同じ事例を見る 
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あかし保健所 1 階多目的

ホール 

形式 多職種の小グループでのワーク。模造紙（記録用紙）に付箋を貼り出しなが

ら、シート①→②→③→④の順に「立場」を替えて同じ事例を見つめ直し、

最後に見え方の変化を一言ずつ共有（⑤）。 

事例 山田 健司 さん（72 歳・男性・独居） 

脳梗塞後遺症による左半身軽度麻痺。要介護 1・身体障害者手帳 4 級。重度歯

周病・咀嚼困難、服薬の飲み忘れあり。妻を亡くしてから独居。長男・健太

郎さんは東京在住で、本人は「息子に迷惑を掛けたくない」「息子には連絡

しないで」。頑固で他人を信用しない。近隣交流はここ数年なし、居留守を

使うことも。趣味は将棋、家庭菜園をしていた。長年、現場監督。介護予防

教室に 1 回だけ参加し、「自分ができないことが毎日分かる」ともらしてい

る。ケアマネジャー訪問は月 1 回。 

 

シート① 専門職として 

問い：自分の職種の枠を一旦離れ、一人の人間として、どう関わるか・何を提案するか 

どんな内容が出たか 

いきなりサービス提案に入るのではなく、顔合わせ・声かけ・見守りといった「関係づくり」

から始める意見が大半を占めた。本人の「こんな風に暮らしたい」を聴くこと、趣味（家庭菜

園・将棋）や現場監督だった仕事の話を糸口にすること、金銭面の確認から入るという現実的

な視点も出た。 

付箋より（抜粋） 

・ まず声をかける。次に受け入れてもらうか ― まずは顔合わせから 

・ 頼られるまで、ほっとく ＋ 見守る 

・ むつかしそうな方こそ、ノンバーバルな関わりから。仲良くなりたい 

・ 本人の希望 ―「こんな風に暮らしたい」を聴く 

・ 「仲良くなりたい」という思いは、言葉にしなくても伝わる。もっておく 



・ 介護予防教室は本人にとって楽しいか？ ― 外とつながる機会になっているか 

 

シート② 長男・健太郎として 

問い：息子だけが知っている父の人物像を読み、息子として父に何を言えるか／言えないか 

どんな内容が出たか 

「息子だからこそ、かえって言えない・強く言えない」という声が多くのグループで挙がっ

た。正面から言うのではなく、息子が父を頼る形で役割をつくる（「最近仕事で悩んでいて、

親父の時はどうだった？」）、孫を口実にする（「孫と一緒に行くなら、歯が痛かったら行か

れへんで」）、家族だけで抱えず第三者に間に入ってもらう、といった工夫が話し合われた。 

付箋より（抜粋） 

・ 息子として口には出さず、顔に出す。「気づかっている」という気持ちは伝える 

・ 家族だけの関わりはしんどい ― 第三者の関わりがほしい 

・ 父と娘、母と息子はちがう。息子と父は反発が強い 

・ 困っていること・苦しいことに触れる共感なら、少し気持ちが通じる 

・ 息子だから、かえって強く言えない 

 

シート③ 本人・山田健司として 

問い：本人の原体験まで掘った独白を読み、「サービスを勧められた時、何を思うか」を出す 

どんな内容が出たか 

本人の立場に立つと、「そっとしておいてほしい」「大きなお世話」という感覚が最初に出て

くる一方、「外に出れば楽しい、でも億劫でしんどい」という両価的な気持ちや、「教室で若

い職員に『お元気そうですね』と言われるのがうるさく感じる」「家に帰れば誰もいなくて妻

を思い出す」といった、勧められる側の内側の景色が共有された。 

付箋より（抜粋） 

・ そっとしといてほしい 

・ 外に出れば楽しい……でも億劫で、しんどい。複雑 

・ 介護予防教室で、ただ寄り添い、そっとふれるだけでもよかったのでは？ 

・ 急がず、そっと少しずつ。長い時間をかけて寄り添ってほしい 



・ よい距離感ができたら、相手の言うことも受け入れられる 

・ タッチ・ふれることは大切 

 

シート④ もう一度、専門職に戻って 

問い：シート①を見直し、「視界がどう更新されたか」「明日の関わりで何を変えたいか」 

どんな内容が出たか 

①で書いた提案を、本人と家族の立場を経てから見直すと、「時間をかけてゆっくり寄り添

う」に意見が収束した。教室での体験が本人にとってマイナスの体験になっていたことへの気

づき、成功体験をつくり直すこと、見えないものを見ようとする想像力、といった明日からの

構えが書かれた。 

付箋より（抜粋） 

・ 時間をかけて、ゆっくり寄り添う 

・ 人との関わりで「ホッとする」などの成功体験がつくれれば 

・ 教室での体験がマイナスになっていた → 成功体験へ。あきらめない 

・ 見えないものを見ようとする……その気持ちをもつ。想像する力 

・ この人はどう生きたいんだろう、と思って聴く 

・ 自分が焦りそうなところに気づけた 

 

⑤共有・事前アンケートとの重なり 

①の時点と③の後で山田さんへの見え方がどう変わったかを一言ずつ共有した。「フェイスシ

ートだけを見た時は服薬などの医療面が主な課題に見えたが、心のケアから入る必要のある人

だと見方が変わった」（看護職）など、同じ情報でも立場を経由すると支援の入口が変わるこ

とが確認された。 

事前アンケートでは「良いと分かっているのに伝わらず、もどかしい」（支援する側・

17/18 名）と「話を聴いてもらえない・気持ちが後回しにされた」（利用する側・11 名）が

鏡像のように並んでいた。今回のワークでも、シート①の「伝えたい」とシート③の「そっ

としといてほしい」が同じ形で向かい合い、この鏡像を各自が自分の中で体験する構成とな

った。 



【講師フィードバック】 

「時間をかけてゆっくり寄り添う」が答えだと皆さんは気づいている。それができない現実

があるからこそ、時間と気持ちの余裕をどう作るか ― 仲間を頼る、場を使う、家族の力を借

りて偶然を装って仕掛ける。そのために社内のコミュニケーションと地域のつながりが重要

になる。（詳細は「講師講演内容まとめ」参照） 

 


